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こ
の
ま
ち
で
住
み
続
け
る
た
め
に
　
　
　
　
　
、一一難

一一

―
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
会
館
の
あ
り
方
を
考
え
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
　
齋

藤

信

男

洛

西

ニ

ュ
ー
タ

ウ

ン

ア
ク

シ

ョ
ン

プ

ロ
グ

ラ
ム
推

進

会
議

も

２
年

目
を

む

か

え
た
。
観

光

・
サ
ブ

セ

ン
タ

ー

関
係

ワ
ー
キ

ン
グ

グ

ル
ー
プ

で
は

平

成

四
年

２
月

～

ろ
月

に
利

用
意

向

調

査

を

実

施

し
た

、

調
査

内
容

も

今

ひ

と

つ
分
か

り
づ

ら
か

っ
た
が

、
、
サ
ブ

セ

ン
タ

ー

に

つ
い
て
は

コ
ン
ビ

ニ

エ

ン

ス

ス
ト

ア

の
要
望

が

大

き

か

っ
た

こ
と

の
他

は

さ

て
お

き

、
会

館

の
利

用
状

況

に

つ

い
て
主

な

も

の
は
次

の

通
り

で
あ

っ
た
。

調
査
期
間

［
平
成
２９
年
２
月
～
３
月

配

　

布

¨
７
、
６
９
２
枚

（洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
）

回
　
　
収

［
１
、
９
４
６
枚

（
回
収
率

［
２４

，
９
％
）

（■
）
会
館

の
利
用
頻
度

ｏ
全
く
利
用
し

て
い
な

い

４。

．
２
％

ｏ
４
年

に
η
回
程
度

　

　

１３
　
８
％

・
月
に

２
、
３
回
程
度

　

１１
　
６
％

・
週
に

ｑ
回
以
上

１０

・
５

％
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（２
）
利
用
す

る
目
的

・
自

治

会

，
各

種

団
体

で
利

用
す

る

５７

‐
９
％

・
趣
昧
な
ど
の
同
好
会
　
２６
　
８
％

・
高
齢
者

の
ふ
れ
あ

い
喫
茶

（
福

西

の
み
）
　

　

　

　

１７

・
８
％

＊
他
の
住
区
の
ふ
れ
あ
い
喫
茶
は
会
館

以
外
を
利
用

（３
）
今
後

の
会
館

の
活
用

・
こ

れ

ま

で

の

役

割

を

果

た

し

つ

つ
、

地
域

の

ニ
ー
ズ

に
対
応

し
た

あ

ら
た
な

活

用
法

も
検

討
す

べ
き

で
あ

る
　

　

　

　

　

　

５８

，
７
％

ｏ
こ
の
ま
ま

で
よ

い

　

　

１０

・
３
％

（４
）
会
館

の
活
用
方
法

・
気
軽

に
運
動

で
き

る
場

３８
　
４
％

・
友

人

や
知

人

と
お

し

ゃ
べ

り

で
き

る
場

　

　

　

　

　

　

　

３４

・
７
％

・
地

元
農
家

に
よ

る
野
菜

を
直

売
す

る
場

　

　

　

　

　

　

　

３．

．
８
％

・
運
動

器

具
を

設
置

し

て
軽

運
動

が

で
き

る
場

　

　

　

　

　

３．

．
６
％

・
文

化

，
芸

術

に

ふ

れ

ら

れ

る

場

２８

・
４
％

住

区

別

に

見

る

と

次

の

よ

う

に

二
―
ズ

に
大
き
な
違

い
が
あ

る
。

・
気
軽

に
運
動

で
き

る
場

新
林

３８

，
９
％
　

福

西

４０

，
７
％

ｏ
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア

境

谷

４。

，
８
％

竹

の
里

４５

，
９
％

新
林

７
　
４
％

福

西

１７
　
５
％

＊
新
林
、
福
西
に
は
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
。

2018.11

この冊子は、京都市「平成30年度洛西ニユータウン .地
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を受けています。
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以

上
、

サ
ブ

セ

ン
タ

ー

の
会

館

に

つ
い

て

の
意

向

調
査

の
結

果

で
あ

る

が

、
会

館

の
活

用
方

法

は
今

後

更

に

深
め

て
サ
ブ

セ

ン
タ

ー
住

区

に
求

め

ら
れ

る
も

の

の
実

現

に

取

り
組

ん

で

行

く

必

要
が

あ

る
。

こ
れ

ら
は
住

民

の
現
在

の
意

識

で
あ

っ
て
、

サ
ブ

セ

ン
タ
ー
に
本
来
求

め

ら
れ
た
も

の
は

、

《
徒

歩

で
日

用

品

の
買

い
物

が

出

来

、

住

民

の

コ
三

二

ュ
テ
イ
が

図

れ

る
場

所

》
と
し

て
計

画
さ
れ
た
も

の
で
す
。

建

設
か

ら

４。
年

を

経

過

し

ス
ー
パ

ー

が

撤

退

し

て

・８
年

、
高

齢

化

が

進

み

車

の
免

許

を

返

還

し
、
買

い
物

弱
者

と
な

っ
た

今

、

コ

ン
ビ

ニ
誘
致

希

望

が

、
境

谷

４０

．８
％
、
竹

の
里

４５
，９
％

に

現

れ

て

い
る
。

こ
れ

は

現
在

そ
し

て
来

る
べ
き

５
年

後

１０
年

後

に

そ

の

必

要
性

が

よ

り
強

く
な

る
数

字

で
あ

る
。今

回

の

ア

ン
ケ

ー

ト

は

現
状

を

調

査

し
た

に
す
ぎ

な

い
が

、

そ
う

で
は

な

く

今

後

益

々

少

子
高

齢

化

が

す

す

む

で
あ

ろ
う
を

考

え

る
な

ら
ば

、

サ

ブ

セ

ン
タ

ー

・
会

館

に

ほ

し

い
機

能

と

し

て
次

の
よ

う
な

も

の
を
考

え

る

こ
と
が

で
き

る
。

サブセンター・ 会館にほしい機能

・コンビニエンスストアなど歩

しヽて行ける場所で日用品が

買える。

・住民票写しなど区役所発行

の証明書がとれる。

・一人暮らし、高齢化や仕事 .

家庭の事情などから調理が

困難な住民が＼安全で栄養

が考えられた食事を朝 .昼 .

・体重 .血圧の )貝」定 `記録、

健康の相談、軽しヽ体操等の

指導が受けられる。

・頻繁に映画会、講演会、落

語会、音楽会、美術展など

が開催される。

・高齢者、障害者＼若しヽお母

さん、学生、子供など地域

住民が誰でも日常的に気軽

に交流できる。

静 u
4自lVI

´(1、 111!|||'||||

に へ
ｒ

・一
一一」
一
　
・一
“
一一
一

0コーヒーなどを飲みながら 1

人でも静かに新間を読んだり

本が読める。

・医療、子育て、困りこと (税

金 ,遺産相続等 )の相談が
できる。

紆
餞

・小 `中学生が大学生等に勉

強を教えてもらえる。

〔ム

・高齢者がパソコン、スマート

フォン等の使しヽ方を学べろ。

2
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《追悼》
戦
後
間
も
な
く
か
ら
京
都
の

地
域
医
療
に
尽
力
し
、

「わ
ら

じ
医
者
」
と
親
し
ま
れ
た
医
師

早川一光 姓

早
川
一
光
先
生
さ
よ
う
な
ら

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
上
手
な

死
に
方
教

え
ま
す

」

こ
ん
な

タ

イ

ト

ル

で
講

演

会

を

竹

の
里
小

学

校

ラ

ン
チ

ル
ー

ム

で
開
催

し
ま

し
た
。

そ

の
時

の
講

師

が

、

早

川

一
光

先

生

で
し
た
。

私

が

竹

の
里

自

治

連

合

会
自

主

防

災
会

の
役

員
を

し

て

い
た

頃

で
す

。
自

治

連

合

会

の

研
修

会

を

開

催
す

る
に
あ

た

り
講

師

を

探

し

て

い
た

の

で
す

が

、
な

ん

で

早
川
先
生
を

選
ん
だ

の
か

、
多

分

「
地

域

の

こ
と

は
地

域

で
守

れ

」

と

話
さ

れ

て

い
た

の

で
お

願

い
し
た

の
だ

と

思

い
ま
す

。

京者「新聞 2018年 6月 5日

町暉尋!η,本言J三ニニタウン高蘇履″
"協
説見索

『竹
の
塁
い
の
ち
大
学
」は
、

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
竹
の

塁
地
撃

押
泊
運
合
会
の
地
城
，

く
り
委
員
会

斎^
藤
僣
男
委
員

長
）
が
主
催
し
て
い
る
。
昨
年

二
お
に
第

一
期
を

ス
タ
ー
ト

し
、毎
月

一
回
、平
年
間
館
燿
、

二
月
ま
で
開
い
た
。

第

一
朗
ば
総
合
人
間
研
究
所

所
長
で
医
節
０
早
川

一
Ｘ
さ
ん

取
り
さ
く
老

い
や
病
気
な
ど
を

モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
を
楽
し
ん

だ
。
第
二
期
は
地
球
医
療
や
介

●
力
者
は
地
元
を
中
心
に
重
＋

人
前
後
、
多
い
と
き
は
近
隣
か

ら
も
含
め
て
百
人
を
超
え
る
時

風
変
わ
り
な
の
が
ヨ
麗
の
会

交
流
か
ら

場
。

一^
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
あ
る
　
内
の
ス
ー

ホ
テ
ル
、
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス
に
　
螢
が
相
派

あ
る
浴
場

「ｔ
の
経
温
泉
」
の
　
事
れ
て
き

休
憩
堂
を
借
り
て
関
機
し
て
い
　
や
福
祉
間

る
。
同
ホ
テ
ル
の
協
力
で
、
入
　
縦
む
た
め

浴
料
込
み
の
受
講
料
は
六
百
　
自
治
連
合

円
。受
薔
者
は
温
泉
に
も
入
り
、　
れ
た
の
が

■
演
と
あ
わ
せ
、　
一
日
ゆ

っ
た
　
だ
っ
た
。

一
九
七
０
年
代
初
め
に
開
発

　

「
い
の
ち

さ
れ
た
浩
西

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
　
人
気
の
高

は
、
東
京
の
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
　
謗
静
に
抑

ン
、
大
餃
の
手
ユ

ニ
ュ
ー
タ
ウ
　
士
や
医
輛

早
川

一
光
さ
ん
死
去

歳

ぶ
ら
じ
医
者
」
京
の
医
療
に
尽
力

９４

の
早
川

一
光

（は
や
か
わ

。
か

ず
て
る
）
さ
ん
が
２
日
午
後
３

時
５４
分
、
京
都
市
一隻
示
区
の
自

宅
で
死
去
し
た
。
％
歳
。
愛
知

県
出
身
。
近
親
者
で
密
葬
を
済

ま
せ
た
。
葬
儀

・
告
別
式
は
本

人
の
遺
志
で
行
わ
な
い
。

父

面
に
評
伝
）

京
都
府
立
医
科
大
卒
。
終
戦

直
後
で
医
療
環
境
の
乏
し
か
っ

た
■
９
５
０
年
、
京
都

。
西
陣

の
住
民
の
出
資
で
設
立
さ
れ
、

堀
川
病
院

（京
都
市
上
京
区
）

の
前
身
に
当
た
る
診
療
所
で
医

師
ど
な
っ
た
。
往
診
や
訪
間
看

護
と
い
っ
た
在
宅
医
療
に
力
を

入
れ
、
副
院
長
や
院
長
を
歴
任

齋
藤

信
男

イ

ン
タ

ー
ネ

ツ
ト

で
調

べ
先

生

に

お

願

い
し
ま

し
た
。

電

話

が

掛

か

っ

て
き

た
時

、
実

は

予
算

が

コ
レ
く

ら

い
し
か
な

い
の
で
す
が

と
話
し
た

ら
、

「
わ
か

っ
た

、
あ

る
だ

け

で
良

い
」
と

の

こ
と

で
お

願

い
し
ま

し

た
。
講
演

会

当

日
、
竹

の
里
小

学

校

の

ラ

ン
チ

ル
ー

ム
は
超

満

員

で
廊

下

に
は

み
出

し

て

い
ま

し
た
。

こ

の
講

演

会

が

先

生

と

の
出
会

い
の
始
ま

り

で
す
。

そ

の

後

、

自

治

連

合

会

の

中

に

「
地
域
づ

く
り
委
員
会
」
を
有
志

で
立

ち

上
げ

、
将

来

の
洛

西

ニ

ュ
ー
タ

ウ

ン

の
課

題
を
考

え

る

こ
と

と

し
ま

し

た

、

そ

ん
な

お

り
、
介

護

の
あ

り
方

で
、
街

の
銭

湯

の
更
衣

室

を

利

用

し

て
介

護

の
勉

強

会

を

進

め

る
と
、

厚

生

労

働

省

が

提
案

し

て
各

都

道
府

県

の
取
組

み
が

新

間

で
報

道

さ

れ

ま

し

た
。
地

域

づ

く

り
委

員
会

で
話

し
合

い
を

し

て

い
る
時

、
委

員

の

ひ
と

り

が

洛

西

ニ

ュ
ー
タ
ウ

ン
に
は
銭

湯
が

な

い
し

「
竹

の
郷

温
泉

」

で
や

れ
な

い
か

と

提
案

さ

れ

、

翌

日
、

温
泉

に

出

向

き

支

配

人

と

交

渉

し

た

結

果
、

温
泉

の
畳

の
休
憩

室

を

利

用

さ

せ

て

も

ら
う

こ
と

に
決

ま

り
、
条

件

と

し

て
温
泉

に

入
浴

し

て
も

ら
う
替

わ

り

に

入

浴
料

を

安

く

し

て
も

ら

う

こ
と

で
交

渉

が
成

立
。
第

ｑ
回

の
講

師

に

早

川
先

生

に
お

願

い
す

る

こ
と

に
な

り
、
交
渉

し
た

ら
快
拓
を

い
た
だ
き

、

会

の
名
前

を

「
竹

の
里

い
の
ち
大
学
」

と
決
め
ま
し
た
。

開

催

日
、
ど

ん
ど

ん
人

が

集

ま

り

ｑ

０

５
名

。

休
憩

室

を

全

部

借

り
切

る

こ
と

に
な

り
、
ま

さ

に
地

域

の
人

が
多

く

入

浴

し
た

こ
と

に
な

り
ま

し

3
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難華摯警摯一〓一一

た
。
毎

月

１
回

開

催

し

て
毎

回

４

０

０
名

前

後

の
参

加

者

で
賑

わ

い
ま

し

た
。

温
泉

の
休
憩

室

で
す

か

ら
先

生

の
話
が
盛

り
上
が

っ
た

最
中

、
館

内

ス
ピ

ー
カ

ー
か

ら

「
番

号
札

１８
番

で

お

待

ち

の
お
客

様

、
カ

ツ
カ

レ
ー
が

出

来

ま

し
た

」

と

の
放

送
。
先

生

は

話

を

中

断

「
ハ
イ

ハ

イ
ー
」

こ
ん
な

会

場

で
の

こ
と
が

あ

り
、

み
ん
な

は

大
笑

い
。

自

治

連

合

会

の
助
成

を

受

け

て

い

ま

し
た

が

（
地
域

外

の
参

加

も
多

く

な

り
、
助
成

な

し

の
運
営

で
第

２
期

と

し

て
早

川
先

生

以
外

の
講

師

も
加

え

る

こ
と

と
な

り
ま

し
た
。

そ
れ

か

ら

２
ケ

月

に

ｑ
回

の
先

生

の
講
義

が

は
じ
ま

り
ま

し
た
。

こ

の

「
い

の

ち

大

学

」

は

毎

回
、

京

都

新

間

の
福

祉

ぺ

―
ジ

「
学

ぶ

」

欄

で
広

報

し

て

い
た

の

で
、
新

間
を

見

て
高

槻

、
彦

根

、
神

戸

と
他

府

県

か

ら

の
参

加

も

増

え

て
き

ま

し

た
。

竹

の
郷

温
泉

と

言

え
ば

「
い
の
ち

大

学

」
と

い
わ
れ

る

こ
と
が
多

く
な

り
、

「
い
の
ち
大
学
」
と
言
え
ば

早
川

一
光

先

生

と

い
わ

れ

る
ま

で
に
な

り
、

平

成

１７
年

か

ら
平
成

２８
年

ま

で
先

生

に

支

え

て

い
た
だ

き

、

７５
回
述

べ
参

加

者

は

３

６

０

０
名

を

数

え

ま

し

た
。

平
成

２５
年

に
は

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人

洛

西
福

祉

ネ

ツ
ト

ワ
ー

ク
を
立

ち

上
げ

、

そ

の
顧

間

に
お

願

い
し

て
法

人

を

支

え

て
頂
き
ま

し
た
。

そ

ん
な

先

生

が
病

に
伏

さ

れ

「
い

の
ち
大

学

」

の
講

師

に
立

た

れ

る

こ

と
が

な

く

な

り
ま

し
た

が

、
手

術

を

終

え
療
養
中

に
点
滴
を

し
な
が

ら
「
い

の
ち
大
学
」

で
話
を
さ
れ
た
時

に
は
、

参
加

者

が

涙

を
流

し

回
復

を
喜

び

握

手
を

し

て

い
た

こ
と
が

昨

日

の
よ

う

で
す
。

そ

の
後

も
車

イ

ス

で
お

話

を

お

聞
き

す

る

こ
と
が

何

回
か

あ

り
ま

し
た
。

今

年

の

６
月
初

め

、
訃

報

を

お

間

き

し

て
先

生

宅

に
伺

っ
た

時

、
床

の

間

の
写
真

の
中

か

ら
語

り
か

け

て
き

ま
す

。

「
竹

の
里

の
皆
さ
ん

地
域

の
こ
と
は
地
域

で
守

れ

わ
か

っ
た
か

―
」

さ
よ

う
な

ら
早
川

一
光
先
生
。

5月 11日 (1)

6月 8日 (2)

2005年
 庫|:昌  |]|

9月 16日  (5)

10月 26日 (番外)

1月 18日  (8)

2006年
 :EI:|:|;

11月 22日 (16)

2007年
  :昌賀 昌 継 ]
3月 19日 (26)

2008∠平 5月 28日 (27)

11月 26日 (30)

2009生 F  :昌
::[]|::;

"し のヽち"とはね

'人間 "とはね

"し きヽいき"生きる

"病気"つてね

"老い"つてね

早川先生とワイワイガヤガヤの会

地域の医療とは

地域の医療とは その2
高齢者の癒し

にんげんばんざ一い (1)

にんげんばんざ一しヽ (2)

いきいき生きる街づくり

しヽきしヽき生きる街づくり

認知症に向き合う

認知症に向き含う

認知症に向き合う

介護はだれがするの

20101F  :El:[]|::|

2009年
  :層 ::[]1玉 ;

2010年
  藻丈 :[]|:::

201lZ千  iE::[]11:;

10月 19日 (48)

2012年
 ,オ :[]|:l:

1月 16日 (56)

2013年  5月 15日 (58)

9月 18日 (60)

1月 15日 (62)

2014年  5月 21日 (64)

9月 24日 (66)

2015年
 f昌駕  []|;:|

2016年  3月 16日 (75)

わくわく通信 第10号

無縁社会の中で“出会 1/N"を大切に

無縁社会の中で“出会しΨを大切に

認知症に向き合う

介護はだれがするの

無縁社会の中で“出会しプを大切に

無縁社会の中で“出会しVを大切に

無縁社会の中で“出会しヽ"を大切に

いきしヽき生きて老いる

わたしの元気なひみつ

地域で支える

老しヽ方練習 1

老しヽ方練習 2

総合人間学のすすめ

上手な老しヽ方

上手な死に方

楽しく食べて元気モリモリ

快眠・ 央便のすすめ

しヽのち

わらじ医者の来た道 その 1

わらじ医者の来た道 その 2

早り||―光先笠「悔の里いのち大学」の記録
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わくわく通信 第10号

堀
川
病
院
時
代
の
早
川
一
光
先
生
を
思
う

竹

の
里

に

長

岡

か

ら
移

り
住

ん
だ

の
は

平
成

１６
年

秋

で
し
た
。

間

も
な

く

早

川
先

生

の
講

演

が

工
三
ナ

ー

ス

で
あ

り
、
夫

と

伺

い
ま

し
た
。
会

場

は

当
時

「
わ

ら
じ

医
者

」

と

し

て
大

活

躍

し

て
お

ら
れ
た

の

で
満
席

で
し

た
。
先

生

の
お

姿

に
接

し
た

の
は

３５

年
ぶ

り
、
会

が

了

っ
て
も

た

く

さ

ん

の
方

に

囲
ま

れ

て
、
お

話

し

で
き
な

か

っ
た
事

、
今

思

う

と
残

念

で
な

り

ま
せ
ん
。

「
堀
川
病
院

＝
早
川
先
生

」
は
、
堀

川
病

院

が

出

来

た

頃
、
大
宮

通

り
寺

ノ
内

に
住

ん

で

い
た

私

に
は

、

そ

の

当
時

の
お
姿

し
か

思

い
浮

か
び

ま

せ

ん
。

小

児
科

に

顧

間

の
松

田
道

雄

先

生

が

週

一
度

診

ら
れ

、
他

は

早

川
先

生

で
し

た
。

松

田

氏

の

「
育

児

書

」

は
名

著

で

（
後

に

う
人

の
子
供

が
嫁

ぐ
時

、
持

た

せ

ま

し
た

）
他

に
も
名

著
を
出
さ
れ

て
ま
す

。

堀

川
病

院

の
往

診

シ

ス

テ

ム
は

今

で
は
考

え

ら
れ

な

い
事

、
ど

ん
な

に

助
か

っ
た
事
か

―

「
ど

う

や
、

元

気

か

‐
」

と

自

衣

と
黒

い
カ

バ

ン
を

持

ち

、
看

護

婦

連

れ

て
通

り
庭

を

ス
タ

ス
タ

入

っ
て
来

ら
れ
ま

し
た
。
長
女

，
二
女

の
麻
疹

、

二
女

の
重
症

な

肺

炎

の
時

は
、

レ

ン

ト
ゲ

ン
車

を
家

の
前

で
停

め

て
、
私

は

ろ
人

目
を

お

腹

に
、

長
女

は

５
歳

で
、
入
院

看
護

は
無

理

で
し
た
。
「
僕

に
も
同
じ
く

ら

い
の
子
が

居

ろ
ん
や
」

と

云
わ
れ

て
ま
し
た
。
〈
フ
思
え
ば

エ

ッ

セ

イ

ス
ト

で
あ

る
ゆ

か

り
さ

ん

で
し

た
。
　

　

た
υ

昭
利

島
ね

ざ

年

６
月
、
東

京

か

ら

来

て
た

姑

が

心

筋

梗

塞

を

お

こ

し
、

結

果

１０
日
后

に
亡
く
な

り
ま

し
た
が

、

酸

素
ボ

ン
ベ
を

運
び

入
れ
、
連

日
往

診

、
（
主
治

医
は
谷

口
医
師

）
で
し
た
。

昭

和

４２
年

、
夫

が

心
筋

梗
塞

に
な

り
即

入
院

し
た
時

は
、
病

院

は

４
階

建

て
に
な

っ
て
お

り
、
院

長

に
な

ら

れ

て
ま

し
た
。

私

達

は

小

工
場

（
精

密

機

器

で

３０
人

ほ
ど

の
社

員

，
パ

ー

ト
が

居

り
、
私
が

経

理
を

担

当

）
を

経

営

し

て
多

忙

な

頃

、
私

に

「
あ

ん

菊
田

弘
子

た

は
雑

草

み
た

い
な

人
だ

か

ら
大

丈

夫

―

乗

り
越

え

て
生

き

て
ゆ

け

る

」

と
励

ま

し

て
下
さ

っ
た

事

、
忘

れ

ら

れ
算
担

さん
¨

『
喫

茶

去

』

（
エ

ッ
セ

イ
集

）

の
中

に

「
お

お

き

に
」

に

つ

い
て

の
項
が

あ

り
、
名

古

屋

か

ら
京

都

に

来

て
、

京

言
葉

、
特

に

西
陣

地

区

の

コ
ト
バ

の

ニ

ュ
ア

ン

ス
に

戸
惑

わ

れ
、
音

律

〈
韻

〉
と
表
情

で
陰

の
心
を
聞
き
と

ら

ね
ば

な

ら
な

い
、
お

お

き

に

の
後

に

９

ｏ

ｏ
ｄ
か

ｂ

ａ
ｄ
か

、

そ
れ
が
解

る

の
に

５。
年

か

か

っ
た

と
。

私

も
夫

も

東

京

出
身

で
先

生

と

お

話

易
か

っ

た

の
は
、
お

お

き

に
を

使

え
な

い
私

を

許
容

し

て
お

ら
れ

た

の
だ

と

思

い

ま
す
。

一

「西陣
の路
地
病
院
の廊下
や」

早
川
さ
ん
死
去
在
宅
医
療
先
駆
け

歌
人

で
あ

る
ゆ
き
夫
人

の
歌

は
あ
は
あ
と
背
な
に
負

ひ
し
子
の
息
が

首

に
あ
た

ろ
を
今
を
忘
れ
ず

耳
遠
き
夫

の
夕
飼
会

話
無
き
ま
ま

早
や

五
時

半
は
す
ま

し

て
ゐ
た

り

『
京
都
歌
人
協
会
歌
集
』
よ
り

新

間

の
晩

年

の
先

生

の
写
真

を

見

て
も
、
私

に
は
自

衣

を
着

て
痩

身

な

が

ら

溌

刺

と

し

た

先

生

が

立

ち

上

が

っ
て
く

る
の
で
す

。

心

よ

り
御

冥
福

を

お

祈

り
致

し
ま

す

。

令
刀
重
藝
刀

続
尻
一ツ螺
斃
埒
″
輪
踵
博
語
脇

鵡ｙ

ざ

動
が
あ

っ
て
こ
そ
実
現
す
る
」
。
一
場
が
変
わ
り
、
瞑
療
や
翼

戦
後
民
主
主
義
と
と
も
に
歩
ん

だ
事
用
さ
ん
が
、
生
獲
を
誦
し

て
貫
い
た
信
念
だ

っ
た
。

な
贅
医
療
の
先
駆
者
で
も
あ

っ
た
。
往
診
に
力
を
注
ぎ
、
訪

間
着
談
の
立
ち
上
げ
に
関
わ

っ

た
。

【住
民
の
暮
ら
し
の
中
に

病
が
あ
る
」

「西
陣
の
路
地
は

向
け
る
ま
な
ざ
し
は
大

深
み
を
増
し
た
。
自
＾，
バ

期
に
携

わ

っ
た
在
宅
ケ

受
け
る
中
、
公
的
制
帯

込
ま
れ
た
が
ゆ
え
に
製

喪
失
感
大
き

襲
駕
所
妻
葬
亀
聾纂
轟

郡
嘲
一釉

病
院
の
廊
一―
や
」
。
当
時
の
思

一　

公
益
社
団
法
人

・
認
崩
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地

域

に

は
様

々

な

障

害

を

も

っ
た

方

が
暮

ら
し

て

い
ま

す

が

、
住

ま

い

や
仕

事

、
生

活

費

な

ど

は
ど

う

し

て

い

る

の

で

し

よ

う

か

？

障

害

者

グ

ル
ー
プ

ホ

ー
ム

「
樫

原
ホ
ー

ム
」

（
運

営

［
社

会

福

祉

法

人

京

都

総

合

福

祉

協

会
グ

ル
ー
プ

ホ

ー

ム

西
部

支

援

セ

ン
タ

ー

）
を

訪

問

し
、

セ

ン
タ

ー
所

長

の
川

西
智

子
さ

ん

に

現
状

や

課

題

な
ど
を
お
間
き
し
ま
し
た
。

障
害
者
グ

ル
ー
プ

ホ

ー
ム
と
は

？

知

的

障

害

や
精

神

障

害

の
あ

る
方

が

専

属

ス
タ

ッ
フ

（
世

話
人

）

の
支

援

を

受

け
な

が

ら
、

４
～

５
人

単

位

で

マ

ン

シ

ョ
ン
や

一
軒
家

を
借

り
、
自

分
た

ち

で
生

活
費

や
家

賃

を

出

し

て

地

域

で
生

活
す

る
場

所

で
す

。
障

害

者

が

望

む

生

活
を
実

現

で
き

る
よ

う

日
常

生

活

を

支

え
、
将

来

の
希

望

を

実

現

し

て

い
け

る
よ

う
相

談

や
支

援

を
し

て
い
ま
す
。

樫

原

ホ

ー

ム

に

つ

い

て
　

律貝
貸

マ

ン

シ

∃
ン

の

ろ
室

（
各

室

２
名

）

に
、

現
在

、

男
性

５
名

が

入

居

し

て

い
ま

す
。

２
Ｄ
Ｋ

で
、
寝
室

，居
室

は
個
室

、

リ
ビ

ン
グ

兼

キ

ツ
チ

ン

，
浴
室

，
ト

イ

レ
は

共

用

で
す
。

個
室

は
プ

ラ

イ

ベ

ー

ト
空

間
な

の

で
鍵

を

付

け
、
世

話
人
や
職

員
は
勝
手

に
入
り
ま
せ
ん
。

入

居

の
理
由

・
希

望
　
親

が

高

齢

で

支

援

が

難

し

い
、

両
親

と
も

亡

く
な

り

兄
弟

だ

け

に
な

っ
た

、

１８
歳

に
な

り
養

護

施

設
を

出

た
が

一
人
暮

ら
し

は
難

し

い
な

ど

様

々

で
す
。

入

居

の

問

い
合

わ

せ

は
次

々

と

あ

り
、
今

は

空

室

が

あ

る
た

め

体

験

入

居
者

も

い

ま

す

。

既

に

入

居

し

て

い
る
人

と
新

し

い
人

間

関
係

を

つ
く

っ
て
上

手
く

暮

ら
し

て

い
け

る
か

、
相

性

や

関
係

性
が
大
切

で
す

。

入

居

費

　
ホ

ー

ム

に

よ

っ
て
違

い
、

樫

原
は

月

ろ

万

円
程
度

で
全

ホ

ー

ム

の
平
均

的

な

レ
ベ

ル

で
す

。
京

都

市

か

ら
月

ｑ
万
円

の
補
助
が
あ

り
ま
す

。

他

に
修

繕

積

立

一
律

６
千

円

（
ホ

ー

ム
に
よ

っ
て
異
な

る
）
、
ト

イ
レ

ツ
ト

ペ
ー
パ

ー

や
食

器

用
洗

剤

な

ど

共

用

の
日

用

品
費

が

一
律

千

円

で
す

。
食

短

で
す
。

世

話
人

は
毎

日
交

替

す

る

の
で
、
前

日

の
献
立
を

記
録

に
残

し
、

次

の
担

当

は

、

記
録

や
食

材

の
残

り

を

み

て
献

立

を

た

て
、

買

い
物

を

し

ま
す
。

平

日

の
昼
食

は
勤

務

先

や
作

業

所

で
、
休

日

は

、
自

分

で
き

る
方

は
外

食

や

買

っ
て
来

た

り
し
ま

す
。

で
き

な

い
方

に
は
弁

当

屋

の
メ

ニ

ュ
ー
か

ら
選

ん

で
も

ら

い
、
職

員
が

届

け
ま

す

。

見
守

り
が

必

要
な

入

居
者

が

い

る
ホ

ー

ム

に

は
、

日
中

も

世

話
人

を

お

き

、
手
づ

く

り
料

理
を

２

０

０
円

で
提

供

し

ま

す
。

た

だ

、
人

が

足

ら

ず

必

要
な

ホ

ー

ム
全

て
に

配
置

で
き

な

い
の

で
、
世

話
人

の

い
る
ホ

ー

ム

に
移

動

し
た

り
、
職

員

の
目
が

届

く

セ

ン
タ
ー
に
来

て
も

ら

っ
て
い
ま
す
。

世
話
人

の
勤
務
体
制

・
仕
事
内
容

勤

務

は
夕

方

１６
時

～

翌
朝

９
時

の

１７

時

間

（
仮

眠
時

間

あ

り

）

で
す

。
仕

事

は

、
食

事

の
準

備

、

ト

イ

レ
な

ど

共

用
部

分

の
掃

除

、
夜

間

の
見
守

り

で
す
。
洗

濯

や

個
室

の
掃

除

は

入

居

者

自

身

が

し

ま
す

が

＼
困
難

な

方

の

場

合

、
世

話
人

が

手

伝

う

こ
と

も

あ

り
ま
す

。

グ

ル
ー
プ

ホ

ー
ム

の
課
題

①

人

手

不
足
　
世

話

人

は

現
在

４。
名
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程

い
ま

す

が

、
常

に

不
足

し

て

い
ま

す
。
料

理
を

つ
く

る

こ
と
が

ハ
ー

ド

ル
に
な

り
、
募
集

し

て
も
集
ま

ら
ず

、

い
ま

の
世

話

人

の
後

輩

や
知

人

を

紹

介

し

て
も

ら

う

こ
と

も
多

い
。

ス
キ

ル

ア

ツ
プ

に

も

取

り

組

み
た

い
が

、

雇

用
時

に
心
得

的

な
文

書

を

読

ん

で

も

ら

い
、

最

初

の

ｑ
～

２
回
、
職

員

が
付

い
た
指
導

に
留
ま

っ
て

い
ま
す
。

月

４
回

の
世

話
人

会

議

も
、
仕

事

や

学

校

の
都

合

で
多

く

て
も

５
～

６
名

の
出
席

で
す
。
ま
た

、
職

員
は

１６
ホ

‐

ム

に

６
名

。

ホ

ー

ム
毎

に
担

当
者

が

複

数

名

ほ

し

い
の

で
す

が

、
全

く

足

り

て
ま

せ

ん
。

財

政

的

に

は

ゆ

と

り

が

あ

り
、
年
齢

制

限
な

ど

も
厳

し

く

な

い
の
で
す
が

、
他

の
福
祉
職

同
様

、

長

年

勤

め

て
も

給

与

は

上

が

ら
ず

、

特

に

若

い
人

材

が

集

ま

り

ま

せ

ん
。

福

祉

は

や

り
が

い
や
魅

力

の
あ

る
仕

事

な

の

で
、

も

っ
と

発
信

し

て

い
か

な

い
と

い
け
な

い
。

③

入

居
者

の
高

齢

化
　
最
高

齢

は

７６

歳

、

６５
歳

以

上

も

何

人

か

い
ま

す

。

毎

日
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
に
行

く
、

週

ろ

日
デ

イ

で
２
日
作

業

所

と

い
う
人

も

い
る
。
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
は
介

護

保

険

な

の

で
負

担

が

多

く
な

る
。
働

き

た

い
方

も

い
ま

す

が

、
体
力

的

に

し

ん

ど

い
。

歩

行

が

危

う
く
、
僅

か

な

段

差

に
蹟

い
た

り
、
家

庭

用

の
お

風

呂

に

ひ
と

り

で
入
れ

な

い
、
介

護

付

で

も
危

な

い
、
と

い
う

こ
と

も

あ

り
ま

す
。

世

話

人

は
介

護

資

格

が

な

く

限

界
が
あ

り
、
世
話
人
自
身

も
何
か
あ

っ

た
時

の
不
安

を
常

に
抱

え

て
い
ま
す

。

ヘ
ル
バ

ー
を

入
れ

て
も

２４
時

間

６

６

５
日

は
無

理

で
す
。

ホ

ー

ム

で
は
安

全

を
守

れ
ず

、
特

別
養

護

老

人

ホ

ー

ム
や
知

的

障

害

者

施

設

に

入

る

こ
と

に
な

り
ま
す

。

ホ

ー

ム
を

終

の
住

処

に
す

る
な

ら
、
身
体
が

不
自
由

に
な

っ

て
も
高

齢

に
な

っ
て
も

生

活

で
き

る

バ

リ

ア
フ
リ
ー

の
施

設
が

要
り
ま
す

。

医
療

面

で
は

看
護

師

の
配

置

も

必

要

で
す
。

④

社

会

的

認

知

の

不

足

　

一呂
齢

者

ホ

ー

ム
は
大

き

な

施

設

も
多

く
割

と

知

ら
れ

て

い
ま

す

。　
一
方

、
障

害

者

ホ

ー

ム
は
普

通

の
賃

貸

住

宅

な
ど

で

規
模

が

小

さ

く

わ

か

り

に
く

い
。

同

じ

マ

ン
シ

∃
ン

で
も
知

ら
な

い
居
住

者

も

い
ま

す
。
幸

い
私

た

ち

の
ホ

ー

ム
は

周

辺

の
方

の
理
解

が

あ

り
、

マ

ン
シ

∃
ン

で
は
他

の
入

居
者

が

利

用

者

に
声
を
か

け

て
く
れ
た

り
し
ま
す

。

事

件

や
事

故

が

起

き

て
は

じ
め

て
存

在

が
知

ら
れ

、

そ
れ

が

一
般

的

と

理

解

さ
れ

て
し
ま

う

こ
と
も
あ

り
ま
す
。

知

ら
な

い
人

に

理
解

を

し

て
も

ら
う

発
信
が
必
要

で
す
。

わくわく通信 第10号

この日の夕食 |ま、鳥肉と豆腐のハンバー久 野菜の煮物、こ

飯、味コ曾,+、 バナナc若 い男性世話人の手づくりです。ご本

人いわく「今日は少 し茶色かったかなあ|。 テレビをつけ、上

話人と話をしながら食が進む楽 しい一時のようでした。

き ょうされ ん第 41画全 国 大 会 in京都
きょうされんは、障害者の協同1/T業所＼グルプ ホーム、71B談支援事業所、居宅支援

事業所など約1,900カ 所が加盟する全国組織です。2018年 9月 2122日、第41回全国大

会が京都国際会館で開催され、全国から約5,000名 もの参加がありました。障害者が

普通に暮らしlulくため＼様々な取り組みがされていますが、一般にはまだまだ知られて

しはせん。次号ではI~国大会や障害者運動につしヽて、特集でお届けします。
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「わ
く
わ
く
短
歌
教
室
」
に
参
加
し
て

思

え
ば

西
京

区

の
住

民

で
も
な

い

余

所

者

の

私

が

Ｎ

Ｐ

Ｏ

洛

西

福

祉

ネ

ツ
ト

ワ
ー

ク

の
わ

く

わ

く

サ

ロ

ン

短

歌

教

室

に
参

加

さ

せ

て
頂

い
て
か

ら
早

４
年

の
年

月
が
流

れ
ま
し
た
。

た

ま

た

ま

当

法

人

の
理
事

を

さ

れ

て

い
る
森

田
さ

ん

と

長
年

の
友

人

で

あ

っ
た

こ
と
か

ら

「
今

度

わ

く

わ

く

サ

ロ
ン

で
短

歌
教

室

を

や

る

の

で
来

な

い
」

か

と

の
お

誘

い
を

頂
き

ま

し

た
。過

去

に
短

歌

を

少

し

か

じ

っ
た

だ

け

に
も
拘

わ

ら
ず

参

加

さ

せ

て
頂

い

て
現
在

に

至

っ
て
お

り
ま

す

。

わ

く

わ

く
短

歌

教

室

へ
参

加

さ

せ

て
頂

い

た
事

は
す

で
に

遅
き

に
失

す

る
か

も

し
れ

ま

せ

ん
が

「
第

二

の
人

生

」

否

「
第

三
の
人
生
」
を
送

ろ
う
え

で
の
基

盤

を
頂
け
た
と
感
謝

し

て
い
ま
す
。

最
初

は
安

易
な
気

持

ち

で
参

加

さ

せ

て
頂

い
た

教

室

で
し
た

が

、
会

員

の
皆

様

が

ベ

テ

ラ

ン

の
方

で
毎

回
多

く

の
事

を

学
ば

せ

て
頂

い
て

い
る

の

が

現
状

で
す

。

正
直

な

と

こ
ろ
、
バ

ス
と

阪
急

電

車

を

乗

り
継

い
で
片
道

４
時

間

近

く

か

け

て
西
竹

の
里
ま

で
出
向

く

の
が

億
劫

と

い
う
か
大
儀

で
し
た
が

、
段
々

会

の
皆
様

に
お

会

い
で
き

る

の
が

楽

し

み

に
な

り
、
月
が
変

わ

る
と
第

３

月

曜

日
を

心

待

ち

す

る
よ

う

に
な

り

ま

し
た

。

現
在

を

大

切

に

し

て

い
き

た

い
と

思

い
な

が

ら
、
段

々

人

間

関

係

が

疎

遠

に

な

っ
て

い
く

折

か

ら
、

わ

く

わ

く
短

歌
教

室

で
は
人

と

の
繋

が

り
を

し

み
じ

み
感

じ
ま

す

。
何

か

を

目
指

し

て

い
な

い
と

不
安

に
な

り

が

ち
な

と

こ

ろ
、
皆

様

と

の
何
気

な

い
会

話

と

か

、
音

話

に
花

が

咲

い
た

り
、
お

互

い
が
刺

激

し
あ

え

る
場

に

な

っ
て

い
る

の

で
、
私

に

と

っ
て
短

歌

の
勉

強

は

さ

る

こ
と
乍

ら
安

ら
ぎ

に
も
な

っ
て

い
ま
す
。

で
も

私

は
時

折

独

り
よ

が

り
と

い

う
か

的

は
ず

れ

の
批

評
を

し

て
恥
ず

か

し

い
思

い
も

す

る

の

で
す

が

、
会

の
皆
様

は
責

め

る

こ
と

も

、
笑

う

こ

と

も

せ
ず

あ

た

た

か

い
包

容

力

で
力

バ

ー

し

て
下
さ

る

の

で
感

謝

の
気

持

ち

で
い

っ
ぱ

い
で
す

。

わ

く

わ

く
短

歌

教

室

の
皆
様

と

の

繋

が

り
を

大

切

に

い
ろ

い
ろ

ご
指

導

を

い
た
だ

き

な

が

ら
自

分
自

身

を
磨

く
事

を
前

提

に
、
あ

と
何

年

続

け

ら

れ

る
か

判

り
ま

せ

ん
が

、
拙

い
歌

を

読

み
続

け
、
わ

く

わ

く
短

歌

教

室

に

参

加

さ

せ

て
頂
き

た

い
と

思

っ
て
お

り
ま
す

。

最
後

に
な

り
ま

し

た

が

、
わ

く

わ

く

サ

ロ

ン
短

歌

教

室

の
開
室

に

ご
尽

力

さ

れ

た

國
末

先

生

の
不
慮

の
死
が

悲

し

く

て
残

念

で
な

り
ま

せ

ん
。

温

厚
な

お

人
柄

を
歌

会

の
行

き

帰

り

に

今
な
お
偲
ぶ

縁

に
な

っ
て
お

り
ま
す

。

わ

く

わ

く
短

歌

教

室

の
益

々

の
発

展
を
祈

り

つ
つ
。

わくわくサ
ロン　　
幾戦／

セ
ミ
ナ
ー
を
担
当
し
て

京
都
経
済
短
期
大
学

北

川

真

子

私

た

ち

京

都

経

済

短

期

大

学

は
、
わ
く
わ
く
サ

ロ
ン
で
毎

週
金

曜
日
に
行
わ
れ

て
い
る

「
昼
食
を

楽

し
む
会
」
に
参
加

し

て
い
ま
す
。

そ
の
繋
が

り
か

ら
今

回

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
洛

西
福
祉
ネ

ツ
ト

ワ
ー
ク

、
Ｎ

丁
丁
ド

コ
モ
洛

西
店

と

一
緒

に

ス

マ
ー
ト

フ
オ
ン
教
室
を
実
施

し
ま

し
た
。

私

た

ち

学

生

は

、

ス

マ

ー

ト

フ
ォ
ン
教
室

の
企

画
か

ら
当

日

の

運
営

を
行

い
ま

し
た
。
ま
た

、

ス

マ
ー
ト

フ
オ
ン
教
室

に
沢
山

の
人

達
が
来

て
く
れ

る
様

に
、
チ
ラ
シ

の
制

作

，
発
注

も

行

い
ま

し
た
。

ス
マ
ー
ト

フ
オ
ン
教
室

で
は
、

ア

プ

リ
ケ

ー

シ

∃
ン
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｎ

・
Ｙ

ｏ
ｕ
丁

ｕ
ｂ

ｅ
の
使

い
方

、
地
図

ア
プ

リ

で
の
乗
換
案
内

の
紹
介
を

し
ま

し
た
。

ス
マ
ー
ト

フ
オ
ン
教
室

を
成

功

さ

せ

る
た

め

に
、
短

い
期

間

で
、

チ

ラ

シ
、
当

日

配
布

す

る
資

料

、

蒙
今
川

素
美

8
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わ
く
わ
く
短
歌
同
好
会

普

題

詠

「旅
」

体

調
が
も

う
ひ
と

つ
と
言

い
な
が

ら

女

房
旅

の
バ

ン
フ
を

こ
ま
め

に
開
く

登
山
靴
裏

打
ち
し
た
と
言

っ
て
た
友

は

夜

更
け
に
急

に
黄
泉

に
旅
立

つ

旧
友
と
久
々
に
会

い
乾
杯
す

思

い
出
た
ど

り
心
旅
路
す

る

再
会
は
約
せ
ぬ
ま
ま

に
別
れ
た

り

釜
め

し
荀

に
か
が

や
き

の
帰
路

＊
特
急
列
車

自

由

題

リ

ハ
ビ

リ
を
が

ん
ば

ろ
父

の
姿

見

て

娘

も
私
も
力
が

入
る

夕
立

に
身
構

う
よ
う
に
合
歓

の
木

は

な

べ

て
葉
を
開
ず

稲
妻

の
な
か

蝉
時

雨
に

「
も
う
す
ぐ
だ

よ
」
と
励
ま
さ
れ

経

ヶ
岬

へ

一
歩

一
歩
と

二
段
跳

で
階
段
上
が

る
若
き

ら
の

リ

ュ
ツ
ク
が
た
ち
ま
ち
我
を
追

い
越
す

子
を
叱

り
感

昂
ぶ

り

て
母
親
が

先

に
泣

い
て
る
秋

の
夕
暮
れ

平
井
　
主蓄
日

永
井
　
恵
美

里
　
　
節
子

菊
田
　
弘
子

簑

岡

　

勝

子

今

川

　

恵
美

森

田

　

佳

子

伊
藤

由
美

子

岨
中

　

幸

男

わ
く
わ
く
俳
句
同
好
会

兼

題

「新
涼
」

新
涼

の
西
山
越

え
し
旅

の
鳥

桂

智
行

倶
会

一
処

願

っ
て
の
ち

の
涼
新
た

升

田

新
涼

や
少

し
温
め

の
薬
水

岨
中

由
（

幸
男

自

由

題

草

取
り

の
先

へ
先

へ
と
バ

ッ
タ
あ

り

粟
野

一二
智

子

柿

畑
実

れ
実

れ
と
待
ち

に
け

り

松
本

　

　

昇

溜
息

に
か
か
わ

り
も
な
く
亡
か
な

里

　

　

節

子

秋
千
草
昔

こ
こ
ら
は
演

習
場

中

野

　

硯
池

息
苦

し
蝉

の
声

に
も

八
ツ
当
た

り

菊
地

　

由
美

拳

パ

ワ
ー
ポ

イ

ン
ト

の
作
成

、
進
行

の
段

取
り
な
ど

、
本
番

に
向

け

て

準
備
を
進
め

て
当

日
を
迎

え
た

の

で
す
が

、
結

果
は
成

功
と
は
言
え

ず
来

て
下
さ

っ
た
方

に
は
申

し
訳

な

い
気
持
ち

で
す

。

で
す
が

私
た
ち
は
、

こ
の
経
験

か

ら
イ
ベ

ン
ト
を

運
営
す

る
難

し

さ
や

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
大

切
さ
な
ど

こ
れ
か

ら
社
会
人

と
し

て
必

要
な

ス
キ

ル
を
学

べ
、
貴
重

な
経
験
が
出
来
ま

し
た
。
今

回

こ

の
様
な
機
会
を

下
さ

り
あ

り
が
と

う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

磋
じ載
・
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支
え
合
い
型

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ

っ
て

今

年

の
５
月
か

ら
支

え
合

い
型

ヘ

ル
プ

サ

ー
ビ

ス
に
携

わ

り
始

め

て
約

５

ヵ
月

に
な

り
ま

す
。
　
一
週

間

に

一

度

、
木

曜

日

の
午

後

２
時

か

ら

ろ
時

ま

で
、
あ

る

ご
婦

人

宅

で
の
生

活

援

助

（
＝
清

掃

）
に
携

わ

っ
て
ま

い
り

ま

し
た
。

初

め

の
頃

は

恐

ら
く

、
お

互

い
の
気

持

ち
を

さ

ぐ

り
あ

い
な

が

ら

の
感

じ

で
し
た

が

、
今

で
は

少

し

打

ち
解

け

て
お

話

し
も

出

来

る
よ

う

に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ

の

ヘ
ル
プ

サ

ー
ビ

ス
に
携

わ

っ

た

切

っ
掛

け

は
、
昨

年

の
秋

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ
法

人

洛

西
福

祉

ネ

ツ
ト

ワ
ー

ク

発

行

の

り
―

フ
レ

ツ
ト

（
わ

く

わ

く

サ

ロ

ン

）
を

見

て
、
支

え
合

い
型

ヘ
ル

プ

の
仕
事

を

や

っ
て
み
よ

う
か
な

～

と

の
思

い
か

ら

で
し
た
。

と

こ
ろ
が

、

こ
れ

ま

で
は

只
々

子

育

て
を

終

え

て
孫

の
顔

も

見

ら

れ

、

そ
し

て
親

の
最
期
も
見
終

え

て
、
平
々

凡

々

と
生

き

て
き

て
、
余

り
世

間

を

知

ら
ず

に
来

ま

し
た

の

で
、

こ

の
年

に
な

っ
て
見
ず

知

ら
ず

の
人

と

関

わ

西

日

か

ず

子

り
合

っ
て

い
く

こ
と

は

、
私

に

と

っ

て
は
大
き
な

冒
険

で
も
あ

り
ま

し
た
。

け

れ
ど

も

、

わ

く

わ

く

サ

ロ

ン

の

「
住

み
続

け

ら
れ

る
街

＝
高
齢
者
が
よ

り
高

齢

者

を

支

え
合

う

…
」

の
言
葉

の
響
き
が

い
い
な

あ
と
思

い
ま

し
た
。

そ
し

て
、

ｑ

ヶ
月

以

上
考

え

て
、
わ

く

わ

く

サ

ロ

ン
に

ヘ
ル
プ

従

事

者

と

し

て
応
募

し
ま

し
た
。

現
在

、
生

活

援

助

に
伺

っ
て

い
る

こ
婦

人

は

、
お

一
人

暮

ら
し

で
は
あ

り
ま

す

が

、
少

し
離

れ

た

地
域

に
親

族

が

居

ら
れ

る
方

で
す

。

穏

や

か

で

自

分

に

厳

し

い
自

立

し

た

生

活

を

送

っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

さ

て
、

最

近

に
な

っ
て
気

づ

い
た

こ
と
が

あ

り
ま

す
。

不
安

い

っ
ぱ

い

で
始
め
た

ヘ
ル
バ

ー

の
仕
事

で
す
が

、

知

ら
な

か

っ
た

人

と
出

会

う
機

会

に

恵

ま

れ
、
掛

け
替

え

の
な

い
何

か

を

得

る

こ
と
が

出

来

た

の

で
は
な

い
か

と
。

こ
れ

ま

で
も

、
出

掛

け
た

く

な

い
日
も

あ

り
ま

し
た

が

、　
天
忌
発
起

し

て
訪

ね

て
行

く

と
、

明

る

い
笑

顔

で
迎

え

て

い
た

だ

き

、
来

て
良

か

っ

た

と

心

か

ら
感

じ

る

こ
と
が

出

来

ま

し
た
。

最

後

に
、

こ

の
洛

西

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン
は
緑

に

囲
ま

れ

四
季

の
移

ろ

い
を

感

じ

ら
れ

る
街

並

み

で
あ

り
、
お
友

達

に
も
自
慢

し

て

い
ま
す

。

そ
し

て
、

私

の

２
人

の
娘

を

育

ん

で
く

れ

た

、

こ
の
素
敵
な
街

で
、
一⊂
れ
か

ら
も

「
住

み
続

け

ら

れ

る
街

」

を

目

指

し

て
、

豊

か

な

暮

ら
し
を

つ
く

っ
て

い
け

る

お

手
伝

い
を

し
た

い
と

願

っ
て

い
る

今

日

こ
の
頃

で
す
。

蒙
魃
繭
菫
え
翁

颯
役

へ
ん
ず

撃

‡
炒

ス

わくわく通信 第10号

「京都市支え合しヽ型ヘルプサービん は、高齢者の自宅を訪問

して、生活援助 (掃除、洗濯、買い物、調理など日常生活上の

支援)を行しは す (身体介護なし)。 現在、洛西福祉ネットワー

クには、スタッフが 5名、利用者が4名しは す。

※従事者養成研修は、介護に関心ある方なら誰でも受講でき、2日間 (計10:寺間程度)で、年数回実施され、修了すれば有資格者として

登録されます。研修の実施日や申し込みについては、京都市、または、わくわくサロン(裏表紙)までお問い合わせください。

京都市保健福祉局 健康長寿のまち・京都推進室 介護ケア推進課  丁EL 075(213)5871 FAX 075(213)5801

雇用形態 |バートタイマー

勤務日時 1月曜日～金曜日のうち1日

9時 30分～17時のうち1時間

(利用者の要望により変更あり)

給 11,000円

通 費 1洛西N丁 内支給なし (自転車利用)

域外実費支給

京都市支え合い型ヘリレプサービス従事者養成研1参修了者
X

介護職員初任者研修.基礎研修 `実務者研修修了者

1日 '訪問介護員午2ろ級課程修了者

介護福祉士、看護師、准看護師、保健師、

等の資格をお持ちの方

〒6048171京 都市中京区烏丸通御池下ろ虎屋町566 井門明治安田生命ビル2階

京都市支え合しヽ型ヘルプサービスを利用できるのは、要支援 1・ 2と事業該当者です。詳しくは高齢サポート(地域包括

支援センターまたは各区役所健康長寿推進課高齢介護保険担当までお問しヽ合わせください。
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わくわく通信 第10号

月～金曜日 9:30～ 12:30
竹の里センター内

(「西竹の里町」バス停すぐ)

① 075(ろ う3)3592
■コーヒー、ハニブティー、

野菜発酵ジユース

ひまわりの趾
洛西の

第 1日曜日 10:00～■2:00

(お盆 ,お正月 ,4月 は変更有 )

府営西境谷団地集会所

(府営住宅 1棟横公園よりすぐ)

①075(352)3407
●モ=ニングセット400円

カフエ欅

火～土曜日 9:30～■7:00

洛西境谷会館内

(「境谷センター前」バス停すぐ)

⑬ 075(3ろ 1)2245
●コーヒー、紅茶、ハリ

｀
ティー

、、
っtのカフミ7゛/

15:40⌒ン16:15

10:35ヘン10:55

11:00-11:20

11:30⌒ン11:50

11:55-12:15

12:15⌒ン12:30

14:10⌒レ14:30

14i35-14:55

15:00⌒ン15:20

15:25-15:45

15:55⌒ン16115

15:20⌒レ16:00

金 ～水曜日 7:30～19:30

(木曜日お休み)

大枝西新林田13丁目1-16
(「新林池公園」バス停すぐ)

① 075(332)3446
●香り豊かな挽き立てコーヒー

ろ50円

なゎあい喫茶

居場所カフェ

こ饂翻懸よ磯けで
ね

金曜日 10:00～ 15:00
福西会館

(「南福西町」バス停すぐ)

① 075(331)4746
●コーヒー400円

いこい

火曜日 ■0:00～ 15:00
洛西北福西市営住宅集会所

(花園幼稚園から徒歩 5分 )

⑬075(333)0308
фコーヒー、紅茶 (菓子付)100円

月曜日 10:00～ 17:00
(祝日`第 5月曜日お休み)

大原野西竹の里町 1丁目14-156
①075(332)3236
●手作リケーキ、コーヒー、紅茶100円～

毎 週 木 曜 日

東竹の里市営東

東竹の里市営中

東竹の里市営西①

東竹の里市営西②

毎 週 金 曜 日

境谷西第 4住宅

西竹の里テラスハウス集会所

西竹の里テラスハウス7期東イ貝」

∪賦洛西竹の里団地

西境谷町 4丁目南部

わくわくサロン前

西竹の里タウンハウス集会所

西境谷町4丁目①

西境谷町4丁目②

西竹の里 4丁目

10:40⌒レ11:00

11:10⌒´11:50

12:00-12:20

12:25-12:45

10:10′^V ll:00

11:05-11:25

11:30^V ll150

11:55-12:15

12:25-12i45

14:10-14:30

14:35⌒´14:55

15:05⌒´15:20

15:25⌒´15:40

15:55⌒´16:10

京都上協のおかいもの便
毎 週 月 曜 日

東竹の里府営竹の里

毎 週 火 曜 日

西竹の里」丁目

西竹の里タウンハウス集会所

わくわくサロン前

西境谷町 4丁目①     ヽ

西境谷町 4丁 目②

境谷西第 4住宅

竹の里テラスハウス集会所

竹の里テラスハウス

∪R洛西竹の里団地

西境谷町 4丁目南部

毎 週 水 曜 日

東竹の里府営竹の里

４

１

４
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わくわく通イ言 第10号

鰺

凸

第 2水曜 日 10:00～ 12:30
り出来たてのごま製品をお届けします

1 ,■
==″
|||

申込 受取日前週の金曜日

受取 毎月最終火曜日

ワ豆腐、揚1大 おから、お米、みそ、

もちなど

| | ||| |■ |｀1.

|          | ‐   |`■ ■

― ―
―
‐― ‐ ‐ ― ‐・  ‐― ~・

 ~…
… …

・ ―
‐ ―
―

‐― ―
――

毎週月曜日 10:00～12:00
,とつても美味ししヽししヽ「だし巻き」

が人気 |(売り切れ汝第終了)

■■ |■■11
‐‐ゃ‐ 華‐‐Ⅲ Ⅲ…

…

・・
‐ ‐‐‐・

毎週月曜日 9:30～ 16:00
クロちゃんの野菜

水曜日 9:30～ 12:00
かぐや姫市の野菜

金曜日 9:30～ 12:00
オーガニックnico

υお手頃価格でお求め頂けます

ヽ́
‐プ√

原則毎週火曜日

10:00～ 17:00

販売日は毎月の「わくわくサロンだよ

り」で確認しび さしヽ

り手4/Fリケーキ (売り切れ次第終了)

.■ |11燿

二__‐,‐‐―…Ⅲ
●‐■■
… … …… …

Ⅲ■■い
…… … …

轟 織 ‐・・

毎週水曜日 9:30～17:00

υ人気は「あんぱんJ

(売り切れ次第終了)

」:ニブ 」 、 ..

I∫
~/J´

定員40名受講料500円/回
りみんなで楽しくやりましょう

講師 :長瀬利絵子さん
(らくらくピ刀 協会認定講師)

第■・203木曜日 14:00～ 15:30
受講料2′ OOO円 /月 2回
(初回無料)

《初心者コ塚 》

第 103水曜日14:00～ 15:30
定員7名 (4名で開講 )

受講料2,000円 /月
9ピ刀 がなくてもOK

摯
一．．ノノ

′彎輌一一ど』

′軒砕攣｝一ン〆

第 3月曜日 13:30～15:30

定員40名受講椰 00円/回
リメ、気の教室 1初心者歓迎

講師 :大菅誠司さん

第 204金曜 E〕 14:00～15:30

定員6名

受講料 2′ 000円/月

第 10第 3木曜日
10:00～ 11:00

講師 :石垣ちかさん

第■03金曜 E〕 13:40～14:40

定員8名

受講料2,000円 /月
教材費500円

第 4水曜日 13:30～ 15:00

定員6名

受講料300円 /回 (材料費含む)
り手ノ5もでお越しください。

毎週金曜日 12:00～ 13:00

定員40名
昼食代600円 /回
X前日 (木曜日)お昼までに

電話.FAXにて申し込み

りお弁当 (コーヒー付き)

わくわく通信 第10号 2018年 11月発行

発行 NPO法 人

電話 075(333)3392 FAX 075(333)3399
rakusail net@gl‐ ail COm

http://rakUSai fukusl∩ et life cooca∩ jp/

〒610-4145
洛西福祉ネットワーク

12

京都市西京区大原野西竹の里町 4丁目 19-4竹 の里センター内(編集協力 ■L業組合 Fuu空間計画)


